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‖1人蕊弊
願 式 祝 就 願

し 初 命 安

二宵 『
視 詣 名 願

交
通
安
全
祈
願

妊
娠
五
ヶ
月
日
の
成
の
日
に
安
産
祈
願
を
し
、
岩
田
帯
を
し
め
ま
す
。

誕
生
か
ら
七
日
日
を
お
七
夜
の
祝

い
と
い
い
、
こ
の
日
ま
で
に
名
付
を
い
た
し
ま
す
。

男
児
は
三
十
一日
日
、女
児
は
三
十
二
日
目
又
は
三
十
三
日
日
に
お
宮
参
り
を
い
た
し
ま
す
。

男
女
児
と
も
三
才
を
髪
置
、
男
児
五
才
を
袴
着
、
女
児
七
才
を
帯
解
の
祝
と
し
て
、

十

＾
月
卜
五
日
に
神
社
に
参
拝
し
ま
す
。

中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
と
そ
れ
ぞ
れ
に
合
格
祈
願
い
た
し
ま
す
。
又
無
事
入
学
し

た
方
の
在
学
中
の
御
加
護
を
願

い
学
業
成
就
祈
願
を

い
た
し
ま
す
。

男
女
と
も
満
二
十
才
の
年
に
成
人
式
を
し
て
祝

い
ま
す
。

千
古
の
神
域
よ
り
新
し
い
人
生
の
問
出
を
祝
し
、
挙
式
を
い
た
し
ま
す
。

女
子
は
十
九
才
、
三
十
三
才
　
男
子
は
二
十
五
才
、
四
十
二
才
を
厄
年
と

い
い
、
厄
除

け
祈
願
を

い
た
し
ま
す
。

交
通
安
全
、
事
故
防
止
の
為
、
諸
車
の
交
通
安
全
祈
願
を
行

い
ま
す
。
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式
昼

官
水

川
沖

社

御
祭
神

須す

佐さ

えの

男お
命:

オ稽な

例
祭
日
　
入
月

一
日

由

今
か
ら
二
十
四
百
有
余
年
の
昔
、
第
五
代
孝

昭
天
皇
の
御
代
三
年
四
月
の
御
創
立
で
、
聖

武
天
皇
の
御
代
各
国
に

一
の
官
の
制
を
定
め

ら
れ
た
時
、
武
蔵

一
の
官
と
称
え
ら
れ
、
醍

醐
天
皇
の
朝
に
定
め
ら
れ
た
延
喜
式
に
は
名

神
大
社
と
し
て
月
次
新
嘗
案
上
官
幣
に
預
り
、

又
臨
時
祭
に
も
奉
幣
に
預

っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
治
の
御
代
に
至

っ
て
は
元

年

（
一
人
六
八
）
十
月
二
十
八
日
明
治
天
皇

当
神
社
に
行
幸
、
御
親
祭
な
さ
れ
、
当
国
の

鎮
守
勅
祭
の
社
と
定
め
ら
れ
、
次
い
で
四
年

二
月
官
幣
大
社
に
列
せ
ら
れ
ま
し
た
。
年
々

の
例
大
祭
に
は
勅
使
の
御
差
遣
、
東
済
の
御

奉
納
な
ど
が
あ
り
、
荘
重
厳
粛
な
祭
儀
が
行

わ
れ
ま
す
。

又
、
氷
川
神
社
名
の
社
は
大
官
を
中
速
に
、

埼
玉
県
下
及
び
東
京
都
下
、
神
奈
川
県
下
に

及
び
そ
の
数
は
二
百
八
十
数
社
を
か
ぞ
え
ま

す
。
武
蔵
国
造
の
子
孫
が
こ
の
大
官
の
地
を

本
拠
と
し
て
民
族
的
政
治
的
に
著
し
い
発
展

を
し
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

だ

ひ
め
の
み
こ
と

　

お

お

な

む

ち
の
み
こ
と

口
姫
命
　
大
己
貴
命

社
殿
の
浴
革

上
代
の
こ
と
は
詳
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、

治
承
四
年

（
一
一
人
○
）
源
頼
朝
公
が
土
肥
次
郎
実

平
に
命
じ
て
社
殿
を
再
定
、
文
禄
五
年

貧

五
九
二
）

八
月
に
は
徳
川
氏
、
伊
奈
備
前
守
恙
次
を
奉
行
と
し

て
、
社
頭
を
残
ら
ず
造
営
せ
し
め
、
次
い
で
寛
文
七

年

（
一
六
六
七
）
二
月
に
は
阿
部
豊
後
守
を
奉
行
と

し
て
社
殿
の
定
立
を
し
て
お
り
ま
す
。
以
来
幾
度
の

御
造
営
あ

っ
て
今
の
御
社
殿
は
昭
和
十
二
年

（
一
九

四
〇
）
六
月
の
竣
成
で
、
流
造
り
で
あ
り
ま
す
。

社
須
風
致

神
社
は
元
神
領
の
大
官
公
園
を
控
え
、
広
大
な
聖
地

と
し
て
、
境
内
の
広
さ
約
二
万
坪
、
古
杉
老
松
は
古

え
を
し
の
ば
せ
参
道
の
長
さ
は
中
山
道
の

一
の
鳥
居

か
ら
約
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
旧
国
道
十
六
号
ぞ
い
の
ニ

の
鳥
居
は
高
さ
十
三
メ
ー
ト
ル
で
、
木
造
で
は
関
東

一
の
高
さ
を
は
こ
り
ま
す
。
境
内
に
は
楼
門
あ
り
、

舞
殿
あ
り
、
神
橋
あ
り
、
池
水
満
々
、
四
時
の
眺
め

輪
奥
の
美
を
極
め
、
霊
気
お
の
ず
と
襟
を
正
さ
し
め

ま
す
。

一基

境
内
神
社

二
日
間
に
亘
る
長
い
祭
典
で
す
。
十
二
月
十
日
に
は

境
内
に
縁
起
の
露
店
櫛
比
し
、
酉
の
市
と
し
て
全
国

的
に
有
名
で
す
。

摂
社

摂
社
摂
社

末
社
末
社
末
社
末
社
末
社

末
社
　
神

末
社
　
天

末
社
　
松

末
社
　
御 山

祗

神

社

石

上

神

社

愛

宕

神

社

雷
　
神
　
社

住

吉

神

社

足

摩

乳

命

手

摩

乳

命

少

彦

名

命

多
起
理
比
売
命

市
寸
島
比
売
命

た
ぎ
つ
ひ
め
のみｉ

田
寸
津
比
売
命

大

山

祗

命

ふ
　
つ
の　
み
　
たま
のみこと

布

都

御

魂

命

迦

具

土

命

対
　
ぃ醇
ち
輩
鍋

底

筒

男

命

中

筒

男

命

上

筒

男

命

天

照

大

御

神

菅

原

道

真

公

大

山

昨

命

大

己

貴

命

少

彦

名

命

倉

稲

魂

命

末
社

稲

荷

神

社 [|

主な恒例祭儀

この外、毎月一日には月次祭、十五日には献詠祭、国民奉祝の日には

それぞれ祭事が行われます。

宗な天曽

像だ津つ

和中λネ申λ

社ヤ社ヒ

明

神

社

満

神

社

尾

神

社

嶽

神

社

歳

旦

祭

節

分

祭

的

神

事

祈

年

祭

郷

神

楽

鎮

花

祭

御
鎮
座
祭

道

饗

祭

粽

神

事

大

祓

式

例

大

祭

神

幸

祭

抜
穂
神
事

朔

瓶

祭

新

嘗

祭

大

湯

祭

誓

詔

祭

一
月

一
日

二
月
節
分
日

二
月
七
日

二
月
十
七
日

三
月
十
五
日

四
月
五

・
六

・
七
日

五
月
九
日

五
月
二
十

一
日

六
月
五
日

六
月
二
十
日

八
月

一
日

八
月

二
日

十
月
九
日

十
月

二
十

一
日

十

一
月
二
十
三
日

十
二
月
十
日

十
二
月
十

一
日

例大祭 (勅使の参向)

熊
手
市
と
も
い
わ
れ
、
十


